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地域日本語教育に関わる方や関心のある方

日本語学習をしたい方

よこはま日本語学習支援センター

外国人スタッフに伝える！伝わる！
異文化間コミュニケーション講座

~ともに働くために大切なこと～
実施報告 主催：(公財)横浜市国際交流協会

外国人を雇用している企業の方向けに、職場でのコミュニケーションについての講座を開催しました。講
座では、外国人スタッフ受け入れ企業でよくあるお悩みを紹介し、異文化間でのコミュニケーション方法の
違い、外国人スタッフに伝わるコミュニケーションのコツなどをお話ししました。自分以外の人たちを理解
し、歩み寄ること、そのためのツールを身に付け、つながることが異文化間コミュニケーションにおいては
大切だということです。外国人スタッフに伝えるコツとしてやさしい日本語（講座では「職場のシンプル
ジャパニーズ）と呼称）が紹介され、実際に、普段使っている日本語をより分かりやすい表現に言い換えて
いきました。
講座終了後に参加者からいただいたアンケートでは、

・国際化の現状から始まり、やさしい日本語、そして異文化間コミュニケーション研修の必要性を伝え
る流れが良かった。

・日本人同士の‟テレパシー”がわからないと記載のあった箇所は同感。日本人同士でもコミュニケーショ
ンは難しいので外国人ならなおさら。

・大切なのは異文化‟間”、相互であること。
などの感想がありました。
異文化間コミュニケーションについては、「情報冊子：日本語コミュニケーション2022年3月5日号」でも
紹介しています。 ⇒ https://yokohama-nihongo.com/magagine

2022年3月1日（水）12:10～12:50（40分）

AYA（佐藤綾子）さん
（株式会社インカレックス 取締役・代表講師）

オンライン（Zoom）

12人

横浜市内の外国人を雇用している、または雇用
予定の企業の方

取組9-1
2023年3月

外国人スタッフに伝える！伝わる！
異文化間コミュニケーション講座
～ともに働くために大切なこと～
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講師資料より

講師：外国人雇用企業や、外国籍社員のサポート
を行う株式会社インカレックスのＡＹＡさん
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地域日本語教育に関わる方や関心のある方

日本語学習をしたい方

よこはま日本語学習支援センター
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１

取組9－1
2023年3月

外国人雇用状況
近年の在留外国人数、在留外国人労働

者数の推移を全国と神奈川県・横浜市の
統計データを比較しながら見ていきまし
た。2020年以降コロナ禍の影響を受けつ
つも、在留外国人数、労働者数ともに全
国、県内・市内で年々増加しています。

①やさしい日本語
「外国人スタッフに伝わらない（日本人側）」
「日本人の話が分からない（外国人側）」とい
う状況をできるだけ減らしていくコツとして、
「やさしい日本語」を紹介し、受講者と一緒に
文を言い換えていきました。

「やさしい日本語」の作り方
１文末は「です・ます」に
２動詞を複雑にしない
３外来語をたくさん使わない
４長文で話さない

２ 外国人スタッフとともに働くために大切な３つのこと

出典：神奈川県労働局
「『外国人雇用状況』の届出状況まとめ（令和４年１０月末現在）」

③地域との連携
地域で外国人スタッフの生活を支える機関として、１２
の言語で相談ができる多文化共生総合相談センターや、生
活情報提供・日本語教室の開催等を行う国際交流ラウンジ
を紹介しました。

日本語能力試験（JLPT）N2に合格していて、
日本語能力は高いのに、こんなことも知らな
いの？、などということが現場ではよく起き
ているみたいです。

（講師より）
テストとコミュニケーションは違います。N2
などのテストに合格している方でも、やさし
い日本語で話すことでより伝わりやすいで
しょう。

➁双方への研修
まず、日本人側、外国人側、双方から寄せられる
不満やお悩みを確認しました。これらはどちらか
が間違っているのではなく、考え方やコミュニ
ケーション方法の違い、つまり「異文化」である
ことにより起こるものであり、互いに理解し歩み
寄る姿勢が大切です。そのために、双方がどんな
ことを知り学んでいくとよいのか、お話ししまし
た。

「やれ」、「持て」など短い日本語の命令文
で指示しているのを聞きましたが、外国の方
にとって分かりやすいんですか？

（講師より）
命令形は短くて伝わりやすそうに思うかもし
れませんが、動詞の形が変わっていて初級レ
ベルの方に分かりづらいです。「～してくだ
さい」の方が伝わりやすいでしょう。
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